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１）諸外国に於ける１）諸外国に於けるPETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関する法規制ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関する法規制１）諸外国に於ける１）諸外国に於けるPETPETﾘﾀ ﾅﾌ ﾙﾎ ﾄﾙに関する法規制ﾘﾀ ﾅﾌ ﾙﾎ ﾄﾙに関する法規制

結論結論結論結論

ｱﾒﾘｶ及びｱﾒﾘｶ及びEUEU諸国の諸国のPETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関するﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関する

法規制を調査した結果 ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽと異なる特別法規制を調査した結果 ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽと異なる特別法規制を調査した結果、ｼﾝｸ ﾙﾕｰｽと異なる特別法規制を調査した結果、ｼﾝｸ ﾙﾕｰｽと異なる特別

な法規制は存在せず、ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽと同じ規制にな法規制は存在せず、ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽと同じ規制に

従 ば良 解 わが 於 も従 ば良 解 わが 於 も従えば良いと解釈される。わが国に於いても、従えば良いと解釈される。わが国に於いても、

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ使用に対する特別な規制はない。ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ使用に対する特別な規制はない。
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２）２）PETPETﾎﾞﾄﾙをﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで導入した国々と現状ﾎﾞﾄﾙをﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで導入した国々と現状２）２）PETPETﾎ ﾄﾙをﾘﾀ ﾅﾌ ﾙで導入した国々と現状ﾎ ﾄﾙをﾘﾀ ﾅﾌ ﾙで導入した国々と現状

導入した国導入した国

19861986年ﾄﾞｲﾂで年ﾄﾞｲﾂでREFPETREFPETが導入され、その後２０ｶ国以上が導入され、その後２０ｶ国以上

（ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾁﾘ、ｺﾛﾝﾋﾞｱ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ｸﾞｱﾃﾏﾗ、ﾒｷｼｺ、ﾅﾐﾋﾞｱ、ｵﾗﾝﾀﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、（ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾁﾘ、ｺﾛﾝﾋﾞｱ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ｸﾞｱﾃﾏﾗ、ﾒｷｼｺ、ﾅﾐﾋﾞｱ、ｵﾗﾝﾀﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、
ﾟﾙ ﾌ ﾝﾗﾝﾄﾞ 南ｱﾌﾘｶ ｽｳ ﾃﾞﾝ ｽｲｽ ｳﾙｸﾞｱｲ ﾀｲ ﾌ ﾘﾋﾟﾝ）で導入されたﾟﾙ ﾌ ﾝﾗﾝﾄﾞ 南ｱﾌﾘｶ ｽｳ ﾃﾞﾝ ｽｲｽ ｳﾙｸﾞｱｲ ﾀｲ ﾌ ﾘﾋﾟﾝ）で導入されたﾍ ﾙｰ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄ 、南ｱﾌﾘｶ、ｽｳｪｰﾃ ﾝ、ｽｲｽ、ｳﾙｸ ｱｲ、ﾀｲ、ﾌｨﾘﾋ ﾝ）で導入された。ﾍ ﾙｰ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄ 、南ｱﾌﾘｶ、ｽｳｪｰﾃ ﾝ、ｽｲｽ、ｳﾙｸ ｱｲ、ﾀｲ、ﾌｨﾘﾋ ﾝ）で導入された。

REFPETを導入した国々の現状

・・主要なｼｽﾃﾑとして残っている国 ：： ﾄﾞｲﾂﾄﾞｲﾂ

しかしながら、次頁の容器構成比年次変化のように、包装廃棄物令（しかしながら、次頁の容器構成比年次変化のように、包装廃棄物令（72%72%強制ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ法）が施行された強制ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ法）が施行された
20032003年に一時的にﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器の比率が増加したが、年に一時的にﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器の比率が増加したが、20042004年以降低落傾向年以降低落傾向(2005(2005年年72%72%強制ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ法強制ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ法
は 廃案）は 廃案）は、廃案）は、廃案）

・・わずかに残っている国 ：： ｵﾗﾝﾀﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ﾃﾞﾝﾏｰｸｵﾗﾝﾀﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ､､ｽｳｪｰﾃﾞﾝｽｳｪｰﾃﾞﾝ

環境先進国と言われるｽｲｽは、環境先進国と言われるｽｲｽは、LCALCA調査結果から調査結果から20032003年ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽに転換した。年ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｽに転換した。

以上のように、以上のように、REFPETREFPETを先進的に取り組んだﾄﾞｲﾂでも減少傾向にあり、ほとんどの国々が、を先進的に取り組んだﾄﾞｲﾂでも減少傾向にあり、ほとんどの国々が、
ﾜﾝｳｪｲﾜﾝｳｪｲPETPETに転換しているのが現状に転換しているのが現状
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前頁の参考資料前頁の参考資料

ﾄﾞｲﾂの容器構成比年次変化ﾄﾞｲﾂの容器構成比年次変化
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３）３） ILSI/TNOILSI/TNOののPETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関するﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙﾎﾞﾄﾙに関する
研究調査結果研究調査結果

３ １）結３ １）結 果果３－１）結３－１）結 果果

ﾓﾃﾞﾙ化学物質６２品目中 １２品目でﾓﾃﾞﾙ化学物質６２品目中 １２品目でPETPETﾎﾞﾄﾙが破壊 変色ﾎﾞﾄﾙが破壊 変色ﾓﾃ ﾙ化学物質６２品目中、１２品目でﾓﾃ ﾙ化学物質６２品目中、１２品目でPETPETﾎ ﾄﾙが破壊、変色、ﾎ ﾄﾙが破壊、変色、
汚れ（洗浄不能）のため、再溶出試験が出来なかった。汚れ（洗浄不能）のため、再溶出試験が出来なかった。

ﾓﾃﾞﾙ化学物質（上記１２品目を除く５０品目）を決められた濃ﾓﾃﾞﾙ化学物質（上記１２品目を除く５０品目）を決められた濃
度で一定期間１．５度で一定期間１．５LPETLPETに入れ、ｱﾙｶﾘ洗浄後内容液を充填に入れ、ｱﾙｶﾘ洗浄後内容液を充填

定期間保存 た後 内溶液 溶出 くる量を定量定期間保存 た後 内溶液 溶出 くる量を定量し、一定期間保存した後、内溶液へ再溶出してくる量を定量し、一定期間保存した後、内溶液へ再溶出してくる量を定量
分析した結果、１．５分析した結果、１．５LLの内溶液を体重６０ｋｇの人が一日にすの内溶液を体重６０ｋｇの人が一日にす
べて飲んだと仮定した場合、べて飲んだと仮定した場合、WHOWHO摂取安全基準摂取安全基準（（mg/kg/day)mg/kg/day)ををて飲んだと仮定した場合、て飲んだと仮定した場合、WHOWHO摂取安全基準摂取安全基準（（mg/kg/day)mg/kg/day)をを
超える物質が、６２品目中１２品目あり、超える物質が、６２品目中１２品目あり、ENTDENTD（人体臨床摂（人体臨床摂
取安全基準）基準を超える物質が１品目（ﾊﾟﾗﾁｵﾝ）あった。取安全基準）基準を超える物質が１品目（ﾊﾟﾗﾁｵﾝ）あった。
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３－２）結３－２）結 論論

消費者が誤用すると消費者が誤用するとPETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器内に化学物ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器内に化学物消費者が誤用すると消費者が誤用するとPETPETﾘﾀ ﾅﾌ ﾙ容器内に化学物ﾘﾀ ﾅﾌ ﾙ容器内に化学物
質が吸着される。質が吸着される。

PETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器に飲料を入れて保存すると、既にﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器に飲料を入れて保存すると、既にPETPETﾘﾀ ﾅﾌ ﾙ容器に飲料を入れて保存すると、既にﾘﾀ ﾅﾌ ﾙ容器に飲料を入れて保存すると、既に
吸着されていた化学物質が内容液に再溶出する。吸着されていた化学物質が内容液に再溶出する。

PETPETﾎﾞﾄﾙへの吸着ﾎﾞﾄﾙへの吸着//再溶出の仕方は、化学物質に再溶出の仕方は、化学物質にPETPETﾎ ﾄﾙ の吸着ﾎ ﾄﾙ の吸着//再溶出の仕方は、化学物質に再溶出の仕方は、化学物質に
よって異なり、一様ではない。また、予測は不可能よって異なり、一様ではない。また、予測は不可能
である。である。

ﾊﾟﾗﾁｵﾝを除くﾓﾃﾞﾙ化学物質が吸着され再溶出してﾊﾟﾗﾁｵﾝを除くﾓﾃﾞﾙ化学物質が吸着され再溶出して
飲用されても、公衆衛生上問題になることはない。飲用されても、公衆衛生上問題になることはない。飲 、 衆衛 問 。飲 、 衆衛 問 。
しかし、化学物質によっては、さらなる毒性学・公衆しかし、化学物質によっては、さらなる毒性学・公衆
衛生学的な検証が必要である。衛生学的な検証が必要である。
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44）わが国に於ける）わが国に於けるPETPETﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑの技術的な課題ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑの技術的な課題
１）１）毒性学・公衆衛生学（食の安全性）的見地からの課題
ＰＥＴﾎﾞﾄﾙは化学物質を吸着するという特性があり、誤用ＰＥＴﾎﾞﾄﾙは化学物質を吸着するという特性があり、誤用（Ｍｉｓｓ－ｕｓｅ）（Ｍｉｓｓ－ｕｓｅ）された場合、内溶液にされた場合、内溶液に
再溶出する。誤用される化学物質によっては、毒性学・公衆衛生学的に人体に重大な影響再溶出する。誤用される化学物質によっては、毒性学・公衆衛生学的に人体に重大な影響
を及ぼす可能性がある。を及ぼす可能性がある。
２）２）現在のﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ技術上からの課題
臭気を含む化学物資（汚れ、臭い成分）を完全に洗浄出来る技術がない。また、本来の中臭気を含む化学物資（汚れ、臭い成分）を完全に洗浄出来る技術がない。また、本来の中
身成分及びﾌﾚｰﾊﾞｰ以外の臭い成分を検知できる臭気検知ｼｽﾃﾑがない。身成分及びﾌﾚｰﾊﾞｰ以外の臭い成分を検知できる臭気検知ｼｽﾃﾑがない。
３）３）ﾎﾞﾄﾙの外観上の課題３）３）ﾎ ﾄﾙの外観上の課題
ﾄﾘｯﾌﾟ数（回転数）が多くなると、ｽｶｯﾌ（擦り傷）が目立ち、ﾎﾞﾄﾙ外表面が傷だらけの状態にﾄﾘｯﾌﾟ数（回転数）が多くなると、ｽｶｯﾌ（擦り傷）が目立ち、ﾎﾞﾄﾙ外表面が傷だらけの状態に
なる。わが国の消費者から、商品価値がない、または不衛生と判断される恐れがある。なる。わが国の消費者から、商品価値がない、または不衛生と判断される恐れがある。
４）４）ＰＥＴ容器の課題
海外では 水 及び炭酸飲料が中心であるため 常温（１５ ２５海外では 水 及び炭酸飲料が中心であるため 常温（１５ ２５℃℃））//低温（２ １０低温（２ １０℃℃）充填）充填海外では、水、及び炭酸飲料が中心であるため、常温（１５～２５海外では、水、及び炭酸飲料が中心であるため、常温（１５～２５℃℃））//低温（２～１０低温（２～１０℃℃）充填）充填
用のＰＥＴﾎﾞﾄﾙ（非結晶ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ）のみがﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで使用されている。我が国は中身製品用のＰＥＴﾎﾞﾄﾙ（非結晶ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ）のみがﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで使用されている。我が国は中身製品
が多様であるため、ﾎｯﾄ充填（８５が多様であるため、ﾎｯﾄ充填（８５℃℃以上）用ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ（耐熱ＰＥＴ：結晶化ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ）も数多以上）用ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ（耐熱ＰＥＴ：結晶化ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ）も数多
く存在する。この耐熱ＰＥＴﾎﾞﾄﾙを繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄した場合の技術的な検証は全くなさく存在する。この耐熱ＰＥＴﾎﾞﾄﾙを繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄した場合の技術的な検証は全くなさ
れていない また 繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄を条件とした耐熱ＰＥＴのﾎﾞﾄﾙ設計の可否 ﾌﾞﾛｰ成れていない また 繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄を条件とした耐熱ＰＥＴのﾎﾞﾄﾙ設計の可否 ﾌﾞﾛｰ成れていない。また、繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄を条件とした耐熱ＰＥＴのﾎ ﾄﾙ設計の可否、ﾌ ﾛ 成れていない。また、繰り返し熱ｱﾙｶﾘ洗浄を条件とした耐熱ＰＥＴのﾎ ﾄﾙ設計の可否、ﾌ ﾛ 成
型技術・結晶化技術の検証も全くなされていない。一方、無菌充填されたＰＥＴ製品も数多く型技術・結晶化技術の検証も全くなされていない。一方、無菌充填されたＰＥＴ製品も数多く
存在する。この無菌充填ｼｽﾃﾑに、このﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙＰＥＴﾎﾞﾄﾙが適用できるのかの技術的な検存在する。この無菌充填ｼｽﾃﾑに、このﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙＰＥＴﾎﾞﾄﾙが適用できるのかの技術的な検
証も全くなされていない。証も全くなされていない。
５）５）経済的な見地からの課題５）５）経済的な見地からの課題
ＰＥＴﾎﾞﾄﾙをﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで使用する場合、上記のﾌﾚｰﾊﾞｰを吸着するという容器の特性上、一ＰＥＴﾎﾞﾄﾙをﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙで使用する場合、上記のﾌﾚｰﾊﾞｰを吸着するという容器の特性上、一
品種一ﾎﾞﾄﾙの原則がある。ｶﾞﾗｽ壜のように、一般壜（品種一ﾎﾞﾄﾙの原則がある。ｶﾞﾗｽ壜のように、一般壜（RR壜）、ｼﾞｪﾈﾘｯｸ壜という使い方は出来壜）、ｼﾞｪﾈﾘｯｸ壜という使い方は出来
ない。中身製品が多様で、製品寿命も短く、次々に新しい製品を求められている我が国のない。中身製品が多様で、製品寿命も短く、次々に新しい製品を求められている我が国の
清涼飲料業界の現状があり、一飲料企業体で最大で一千種類程度の専用ＰＥＴﾎﾞﾄﾙを持清涼飲料業界の現状があり、一飲料企業体で最大で一千種類程度の専用ＰＥＴﾎﾞﾄﾙを持
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清涼飲料業界の現状があり、 飲料企業体で最大で 千種類程度の専用 ﾎ ﾄﾙを持清涼飲料業界の現状があり、 飲料企業体で最大で 千種類程度の専用 ﾎ ﾄﾙを持
たなければならなくなる可能性がある。たなければならなくなる可能性がある。



５）わが国に於いて“ｶﾞﾗｽ壜のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器”５）わが国に於いて“ｶﾞﾗｽ壜のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ容器”
が衰退している要因が衰退している要因

中身事業者は継続してﾘﾀ ﾅﾌﾞﾙ容器の販売を行っているが 主として以下の要因が中身事業者は継続してﾘﾀ ﾅﾌﾞﾙ容器の販売を行っているが 主として以下の要因が中身事業者は継続してﾘﾀｰﾅﾌ ﾙ容器の販売を行っているが、主として以下の要因が中身事業者は継続してﾘﾀｰﾅﾌ ﾙ容器の販売を行っているが、主として以下の要因が
複合的に重なり衰退した。複合的に重なり衰退した。

消費者のﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化消費者のﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化消費者のﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化消費者のﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化

核家族化・少人数世帯化核家族化・少人数世帯化⇒⇒ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑを回していく上で重要な用件であﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑを回していく上で重要な用件であ
るｹｰｽ単位（Ｐ箱；ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ製通い箱）購入が衰退るｹｰｽ単位（Ｐ箱；ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ製通い箱）購入が衰退
家庭内での空き瓶保管場所の減少家庭内での空き瓶保管場所の減少

低価格業態であるｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ、ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄｽﾄｱｰや、帰宅時に冷蔵された当低価格業態であるｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ、ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄｽﾄｱｰや、帰宅時に冷蔵された当
日飲用分のみを本数単位で購入可能な日飲用分のみを本数単位で購入可能なCVSCVS等のﾜﾝｳｴｲ業態へ購入場所が等のﾜﾝｳｴｲ業態へ購入場所が
変化したこと変化したこと
缶飲料缶飲料 PETPETﾎﾞﾄﾙ飲料への抵抗感の減少ﾎﾞﾄﾙ飲料への抵抗感の減少缶飲料、缶飲料、PETPETﾎ ﾄﾙ飲料への抵抗感の減少ﾎ ﾄﾙ飲料への抵抗感の減少

購入先の減少購入先の減少

宅配というﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑを支える機能を担ってきた一般小売店が衰退した（価宅配というﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙｼｽﾃﾑを支える機能を担ってきた一般小売店が衰退した（価
格競争、後継者不足、売り場に魅力が乏しい、卸売業の支援低下）格競争、後継者不足、売り場に魅力が乏しい、卸売業の支援低下）格競争、後継者不足、売り場に魅力が乏しい、卸売業の支援低下）格競争、後継者不足、売り場に魅力が乏しい、卸売業の支援低下）
業態変更（小売店業態変更（小売店⇒⇒ｽｰﾊﾟｰ・ｽｰﾊﾟｰ・CVSCVS・その他業種）により総取扱いｱｲﾃﾑが増加した・その他業種）により総取扱いｱｲﾃﾑが増加した
ため、ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ商品売り場が減少。また倉庫ｽﾍﾟｰｽがますます足りなくなる中でため、ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ商品売り場が減少。また倉庫ｽﾍﾟｰｽがますます足りなくなる中で
空き瓶を保管する場所も確保できなくなった。空き瓶を保管する場所も確保できなくなった。
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